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製品名と通信形態
ArielAirOne Groove グループウェア

（P2P、端末個々が通信） （P2P、端末個々が通信） （クライアントサーバー型）

企業や組織を越えた運用 可能
困難

（サーバーの位置に依存）

オフライン利用
可能 困難

（データを各端末に保存） （データをサーバーに保存）

導入コスト
小 大

（サーバー不要） （サーバーが必要）

管理コスト
小 大

（クライアントソフトのみ） （サーバーの管理が必要）
特徴 動的な情報共有に注力 リアルタイム機能に注力 静的な情報共有に注力

ユーザーインターフェイス ブラウザー 独自ソフトウェア
独自ソフト（ノーツなど）
ブラウザー（サイボウズなど）

アプリケーション容量 9Mバイト程度 73Mバイト グループウェアによって異なる

対応ブラウザー
インターネットエクスプローラ インターネットエクスプローラ

グループウェアによって異なる
ネットスケープ、Mozilla （オプション的に利用）

基本言語 日本語 英語 グループウェアによって異なる

日本製で初の本格派
P2Pコラボレーションツール

ArielAirOne

オススメ度 P2Pコラボレーションツール
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日米P2Pコラボレーションツールの共通点とグループウェアの差

発売元 アリエル・ネットワーク株式会社
発売日／価格 9月18日／1ライセンス9.800円（11月末まで7.800円）
対応OS ウィンドウズME/2000/XP、GNU/Linux
対応ブラウザー インターネットエクスプローラ5.0以降、ネットスケープ6.2以降、

Mozilla1.0以降
推奨利用環境 ペンティアム700MHz以上、メモリー128MB以上、インターネット常

時接続
参考URL www.ariel-networks.com
問い合わせ先 営業部　03-5725-9201

P2Pコラボレーションツールといえば、その代

表格に米国 Groove Networksの「 Groove

Workspace」がある。一部の文字化けを除け

ば日本語が扱えるので使ってみたいと思って

も、メニューなどがすべて英語なので躊躇した

人もいるだろう。そんな人にオススメしたいの

が、純日本産で初めてのP2Pコラボレーション

ツール「ArielAirOne」だ。Grooveの開発者で

あるレイ・オジー氏はロータスノーツの生みの

親として知られ、アリエル社長の栗村信一郎氏

もロータス日本法人でノーツ開発の陣頭指揮を

とっていたせいか、両ツールのコンセプトは非

常に似ている。

ArielAirOneを利用するには、まずインストール

後の初期設定を慎重に行ってほしい。手順を

追うと、ユーザー情報を登録する場面がある。

ユーザー名とメールアドレス、パスワード、任

意でプロフィールを入力するが、ユーザー名と

メールアドレスだけは、後から変更することが

できない。ArielAirOneのライセンスは、1ユー

ザーIDに対して1ライセンスとなっている。そ

のため、1人のユーザーが1ライセンス購入す

れば、デスクトップPCとノートPCにそれぞれ

にインストールして利用することも可能になっ

ている。メールアドレスをIDとして認証する仕

組みなので、入力ミスをした場合は、そのまま

ずっと使い続けなければならないのだ。実際に

私は試用する際に、入力ミスをしてしまった。

第三者による二重登録をできないようにするな

ど「セキュリティーの関係で変更できない仕様

にした」と言うが、プロバイダーを変更したり、

部署の移転や会社を転職したりして、自分の登

録したメールアドレスが変わること、替えたい

ことはあるはずだ。もし、間違って入力した場

合はサポートに連絡して対処してもらうしかな

い。この点は、今後変更ツールをリリースする

ことも検討するとしている。

動作はGrooveよりも軽快だ。Grooveでは、メ

ンバーと共有作業する「シェアドスペース」をま

ず作成する。ArielAirOneではこれを「ルーム」

と呼ぶ。作成するときにはユーザー情報の時

と同様に、ルーム名の変更はできないので注
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意しなければならないが、ルーム自体の削除は

可能だ。ルームで使えるアプリケーション機能

は「スケジュール」や「ToDoリスト」、簡単に送

信できる「メッセージ」、書き込んだ意見などが

ツリー表示される「ディスカッション」、メンバー

間で共有する「ファイル」、アイデアなどを一時

的に保存しておく「メモ」、議事録など定型フォ

ーマットを使う「レポート」、作業の進行状況な

どを共有できる「プロジェクト」がある。機能が

豊富なGrooveに対して、必要な機能に絞られ

た感がある。

受信メッセージやメモの内容は、スケジュール

やToDoリストに変換できるので便利だ。しか

し、使っているとどの機能も同じようなデザイ

ンのためか、いま何の作業を行ってどこに反映

されたのかわからなくなることがある。操作も

慣れるまでに時間がかかった。また、純粋な

P2Pなので相手がオフラインの場合は同期が

とれない（情報が更新されない）のはあたりま

えだが、オンライン同士であっても同期に非常

に時間がかかる場合が多く、リアルタイム性は

Grooveのほうが優れている。

今回試用したのは、製品版の発売直前にリリー

スされたベータバージョン2だ。製品発売後は、

データのエクスポートやメンバーによるファイ

ルの同時編集など、使い勝手を中心にユーザ

ーの意見を反映したバージョンアップを早期に

行う構え。ベータテスト中もユーザーからの意

見をできる限り反映できるように、ぎりぎりま

で開発を進めていた。生まれたばかりの製品

だが、今後に十分期待がもてる。ウェブサイト

からダウンロードすれば、製品版を機能に制限

がなく無料で30日間利用できるので、ぜひ自

分の目でも評価してほしい。 （編集部）

最初に起動すると、ルーム名
や新着情報はなにも表示され
ないので空欄になっていて寂
しい。このままでは誰の端末と
も接続されていないので、まず
はルームを作成してから仲間を
招待しよう。招待はメールアド
レスで行い、AirOneユーザー
には初期画面に通知される。

「スケジュール」はメンバー全員
の予定が一覧できる。個人的
な予定を非公開にすることも
可能だ。自分に関係のある情
報だけがまとめて表示される
「My view」（左ページの画面
のように緑のラインが入る）の
スケジュールでは、自分の予定
だけが月間表示される。

「プロジェクト」のタスクでは、
ルームの管理者がメンバーに
指示した作業内容が表示され
る。その内容は、担当者の
ToDoに自動反映される。マイ
ルストーンは、ルームメンバー
に共通のスケジュールとして扱
われ、自動的に各メンバーのス
ケジュールに表示される。グラ
フで進行状況を確認すること
も可能だ（下図）。

リアルタイム性を追求して

いないとしても、メンバー

同士のメッセージのやり取

りや、ファイルの同期が遅すぎる。操作

を覚えるのにも時間がかかりそうだ。

【編集部のボヤキ】
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133万画素の静止画が撮れて
テレビ電話や遠隔操作もできる
キヤノンデジタルビデオカメラ IXY DV M

オススメ度

発売元 キヤノン株式会社
発売日／価格 9月上旬／オープン価格（アクセサリーキットと合わせて実売価格は約

11万円台～12万円台）
サイズ／重量 60(W)×119(H)×118(D)mm／バッテリーなど含んで約635グラム
撮像素子 1/4型インターレースCCD（総画素数は約133万、有効画素数はテープ

記録時約69万、カード記録時約123万）
静止画記録画素数 1280×960画素（SXGA）、640×480画素（VGA）
記録メディア SDメモリーカードまたはマルチメディアカード、MiniDVテープ
連続撮影時間 ビューファインダー使用時約135分、液晶モニター使用時約110分（ア

クセサリーキット内包バッテリーBP-511）
参考URL www.canon-sales.co.jp/dv/

問い合わせ先 お客様相談センター 0570-01-9000

ビデオカメラ

デジタルビデオ（DV）カメラが静止画にも力を

入れてきている中、高画質で撮影できることを

ウリ文句に登場したのが「キヤノンデジタルビ

デオカメラ　IXY DV M」だ。

DVが静止画に力を入れているといっても、い

まだに100万画素程度のCCDを搭載している

モデルが多い。その反面、デジタルカメラは400

万画素以上のCCDを搭載したモデルが一般ユ

ーザーの手に届く価格にまでなっている。また

動画にも力を入れてきており、両者は日に日に

競合関係を強めている。画素数については

「CCDの能力的な数字を表しており、実際に記

録される画素数とは異なる」という批判もある

が、静止画ではいまのところ圧倒的にデジタル

カメラに軍配が上がる。しかし、動画の記録時

間や光学式のズーム倍率ではDVの圧勝だ。

IXY DV Mは、総画素数が約133万画素の1/4

型CCDを備えて、カード（SDカード、マルチメデ

ィアカード）記録時の有効画素数は約123万画

素（テープ記録時は69万画素）と、デジタルカメ

ラに比べれば見劣りするが、普及型DVカメラの

中では高い。5月下旬に発売された前モデル

「IXY DV 3」も静止画をウリにしていたが、

CCDの有効画素数はカード記録時で約63万画

素と、画素数だけを見れば約倍増している。

実際の撮影は画素数だけで決まるものではな

い。たとえば、オリンパスのデジタルカメラ

「CAMEDIA Ultra Zoom」シリーズは、コンパ

クトサイズながら光学式で8～10倍のズームを

搭載していることが目玉で、最新のC-730は

320万画素となっている。しかし、手ぶれ補正

機能がないので実際に最大ズームで寄って撮

影すると、画像がぶれて失敗するケースが多

い。IXY DV Mは光学式手ぶれ補正機能があ

るのでそうした失敗は少ない。さらに、前モデ

ルIXY DV 3にはなかったストロボが内蔵され

1固定ファインダー2液晶画面3メモリーカードスロ
ット4バッテリーパック5電源スイッチ、スタート・スト
ップボタン6メニューボタン7選択・操作ボタン8DV
テープ・メモリーカード切り替えボタン

1

2
3

4

5

6

7

IXY DV3 IXY DV M

8
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たので、暗い場所での撮影も可能になった。

実際に静止画を撮影してみると、これまでの

DVカメラとは明らかに違い、にじみが少なく鮮

明に写った。写真は、全自動モードで撮影した

IXY DV M（左）とIXY DV 3（右）の静止画。右

の写真は全体的に色がつぶれており、特に背

景がぼやけている。DV Mのほうが全体的に

鮮明に写っているが、全自動モードではホワイ

トバランスに赤みがかかる。マニュアルに切

り替えて調整が必要だろう。

静止画以外にも、IXY DV Mはインターネット

に対応していることが特徴だ。別売りのアクセ

サリーキットに付属の通信ソフト「D V

Messenger」を利用すると、PCに接続したIXY

DV Mでビデオチャットや、通信相手のDVカ

メラのズーム操作、DVテープの再生、メモリ

ーカードに保存されているデータの転送が行え

る。DV Messengerは、ウィンドウズメッセン

ジャーのビデオチャット機能と連動する。

ビデオチャットは、通信環境にもよるが10～30

万画素程度のウェブカメラを使った画像よりも

格段にきれいだ。しかし、PCを操作しながら

自分の顔が写るようにカメラを設置するのは難

しい。また、カメラの操作では電源のオン、オ

フは行えないので、完全な遠隔操作とはいえ

ない。さらに、相手のカメラの操作とカードか

らのファイル転送を行うには、いちいち手動で

モード（8）を切り替えてもらわなければならな

い。このように、ネットワークの機能を使うに

はいろいろと面倒なことが多い。

DV Messengerを操作するには、お互いがキ

ヤノン製のDVカメラでなければならない（一部

不可）。また、DVカメラとPCとの接続は、

IEEE1394ケーブル（DV側4ピン）で行う。ア

クセサリーキットにはメモリーカードのファイル

をPCに転送するためにUSBケーブルが付属

しているが、IEEEケーブルは含まれず、本体の

付属品にもないので自分で別途用意しなけれ

ばならない。DV Messengerのソフトウェア

は、アクセサリーキットに含まれるのでぜひ一

緒に付けてもらいたい。

このほか、厳しい目で見ればジョグダイアル

（7）のクリック感がいまひとつなど、本体の操

作についても不満な部分はある。しかし、実売

価格は急速に下がっており、アクセサリーキッ

トとセットで11万円台もある。この価格を考え

れば非常に優秀な機種だと考える。（編集部）

価格を考えれば申し分のな

い性能だ。静止画はホワイ

トバランスが気になるもの

の、思った以上にきれいだった。その一

方で、ビデオチャットではよいアングル

にカメラを置くのに困った。DV

Messengerは無料でダウンロードでき

るが、実際に使える人は限られそうだ。

【編集部のつぶやき】

左がIXY DV M（1280×960ピクセル）、右がIXY DV 3（1024×768ピクセル）。どちらもスーパーファインモードで撮影
した。右の方がぼやけて、左の方が鮮明だが全体的に赤みがかっている。

ビデオチャットの画面。相手の画像が大きい方で、自分の画像は右下に小さく写る。相手のビデオを再生するなど、遠
隔操作するときには右下のウインドウ画面に変わる。

■DV Messenger動作環境
OS ウィンドウズXP
CPU ペンティアム500MHz以上（800MHz以上を推奨）
メモリー 128Mバイト（256Mバイト以上を推奨）
ディスプレイ 800×600ドット　ハイカラー16ビット以上
インターフェイス OHCI対応IEEE1394
そのほか ウィンドウズメッセンジャーバージョン4.5以上、インターネットに接続する際にルーターを使用し

ている場合はUPnP対応ルーター
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日立は、世界で初めて液体を使ってCPUを冷

却するノートPC「FLORA 270Wサイレントモ

デル」（FLORA 270W）を、9月30日に発売し

た。価格は、モバイルペンティアム4の1.8ギ

ガヘルツ、128Mバイトメモリー、20ギガバイト

のハードディスクの標準構成で34万1,000円。

レビューは、液晶パネルの裏を透明にしたデモ

用のモデルで行った。

本機の特徴である水冷システムは、冷却液タ

ンクから冷えた冷却液が、CPUに密着した「水

冷ジャケット」に流れ込みCPUを冷却する仕組

みになっている。熱せられた冷却液は、液晶パ

ネルの裏に配置されたパイプを循環して放熱

する。液晶パネルの裏面全体を放熱板として

利用する設計だ。

水冷といっても、特別なメインテナンスは不要

で、冷却液は5年間補充や交換する必要がな

い。また、液晶パネルは2万回以上開閉しても

冷却液が漏れないようになっている。液晶パ

ネル裏面の中央上部に冷却液のタンクを納め

るための「盛り上がり」がある以外は、普通の

ノートPCと変わらない。

水冷システムの冷却能力を調べるため、

「distributed.net」が配付するクライアントソフ

トを使ってCPUに負荷をかけ続ける実験を行

ったが、「CPU使用率100％」の状態が2時間続

いても安定して動作した。当然だが、冷却ファ

ンの音がまったくしない。ときおりハードディス

クの動作音が響く程度だ。比較のため、モバ

イルペンティアム4を搭載したA4サイズのノー

トPCにも、同様の方法でCPU負荷をかけ続

けたところ、冷却ファンが動作し続けた。

次に、電源を入れたまま液晶パネルを閉じて

本体を90度傾けたところ、冷却液の循環が止

まってしまった。水平に設置した状態で冷却液

が正常に循環するように設計されているため、

液晶パネルを閉じた状態で動作させるのは避

けた方が良さそうだ。

静かさと冷却性能は申し分ないが、価格が問

題だ。モバイルペンティアム4の1.9ギガヘル

ツを搭載したA4サイズノートPCが、24万円で

買えることを考えると、どうしても割高に感じて

しまう。

図書館や病院、コンサートホールなど、冷却フ

ァンの騒音が敬遠される環境で、ハイパワーな

ノートPCを使いたい人にお勧めしたい。

（編集部）

世界初の水冷ノートPC
ペンティアム4を無音で冷却
日立　FLORA 270W サイレントモデル

オススメ度

発売元 株式会社日立製作所
発売日／価格 9月30日／34万1,000円
搭載OS ウィンドウズ2000/XP
CPU モバイルペンティアム4（1.8ギガヘルツ）
メモリー 128Mバイト（最大512Mバイト）
表示解像度 1400×1050ドット
ビデオチップ ATI MOBILITY RADEON 7500（ビデオRAM 16Mバイト）
騒音 30デシベル以下
参考URL www.hitachi.co.jp
問い合わせ先 0120-2580-12（HCAセンター）

A4サイズノートPC

CPUを冷却した冷却液は、液晶パネルの裏を循環し
て放熱する。液晶パネルと冷却液パイプはプラスチ
ックで隔離されているので、万が一冷却液が漏れても
ショートしない。

かすかにハードディスクと

ポンプの動作音がするだけ

で、ほぼ無音と言っていい。

「静かさ」に空冷ノートPCとの価格差を

埋めるほどの価値を見いだせるか疑問。

【編集部のつぶやき】

液晶パネルの裏側に冷却液のタンクが配置される。写
真はデモ用に液晶パネルを透明にした特別仕様で、製
品版ではタンクは見えない。

タンク

液晶パネル

熱い冷却液

CPU

ポンプ

水冷ジャケット

冷えた冷却液
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USBメモリーでＰＣに直結
音声をMP3でステレオ録再

ディプリトーク ICR-B80RM

オススメ度

またまた、PCに直結するUSBメモリーを使っ

た携帯型のMP3プレイヤーが登場した。しか

し、この「ディプリトーク」は単純な機種ではな

い。なんと、手のひらサイズのレコーダーとし

て音声をMP3形式で録音するうえに、外部マ

イクをつなげばステレオ録音も可能なのだ。

ボイスレコーダーの多くは、独自ファイル形式

で録音される。そのため、ＰＣで再生するには

専用のソフトウェアを使わなければならない。

会議録などを他人に聞いてもらうには、このソ

フトをインストールしてもらうか、容量の大きい

WAVE形式に変換してから渡すしかないのでと

ても不便だった。MP3ならウィンドウズメディ

アプレーヤーで再生できるので、手間がかか

らない。同じような機種としてオリンパスが4

月に発売した「Voice-Trek DS-10」がある。標

準と長時間モードで独自のDSSファイルを採

用し、高音質モードではウィンドウズメディア

（WMA、ビットレート32kbps）を採用した。しか

し再生はすべてモノラルだ。すべてのモードで

MP3形式によって、ステレオ録再まで可能にし

たのはディプリトークが初めての製品となる。

MP3を採用したことについて三洋テクノ・サウ

ンドの開発商品部では、「これまでのICレコー

ダーは音質が悪いという意見が多かったもの

の、それでもニーズが高かったので売れてきた。

しかし、どうしてもその音の悪さを払拭させた

かった。WMA対応はコストとの兼ね合いもあ

って、圧倒的に普及しているMP3のみにした」

と語る。WAMは再生することもできない。

では、実際の音質はどうだろうか。内蔵マイク

ではモノラルだが、実にきれいに聞き取れる。

ステレオで録音するとさらに臨場感がプラスさ

れた。標準モードでの録音ビットレートは、FM

放送レベルといわれる約64kbpsに抑えている

（再生は約192kbpsまで）。IDを使った著作権

保護機能はないので自由にファイルを出し入

れできるが、著作権問題を意識してコンサート

会場などで音楽CD並みの録音がされないよう

に、ある意味わざとビットレートを抑えている。

それでも、実際の音が既存のICレコーダーの

比ではないのがすごい。

音楽はメモリー内の「MUSIC」フォルダーに、音

声は「VOICE」フォルダーに保存する。フォル

ダー名を誤って変更、削除しても自動的に同名

のフォルダーが作成されるので安心だ。再生

の順番は音声が優先され、音楽は転送順。唯

一残念なのは操作性だ。ジョグダイアルはクリ

ックしづらく、ボタンロックや音楽のみのモード

切り替えなどは少し面倒くさい。また、液晶に

バックライトがないので、暗い場所では確認や

操作が難しいかもしれない。 （編集部）

発売元 三洋電機株式会社
発売日／価格 9月21日／2万7,000円
メモリー容量 64Mバイト
サイズ／重量 約34（W）×117（H）×24（D）／約74グラム
電源／電池持続時間 単4形アルカリ乾電池×2本／録音約6.5時間、再生約10.5時間
音声録再フォーマット MP3形式（ロング32kbps、標準64kbps）
音声録音時間 モノラル（内蔵マイク）標準約3時間、ロング約5時間15分

ステレオ（外部マイク）標準約2時間30分、ロング約4時間
音楽再生フォーマット MP3形式（16～192kbps）
付属品 USB延長ケーブル1本、単4形アルカリ電池2本
参考URL www.digital-sanyo.com/sts/
問い合わせ先 三洋テクノ・サウンド株式会社　開発商品部　072-870-4186

ボイスレコーダー

マイクスタンドとして使えるUSBメモリー部は可動式で、
水平にすることもできる。電池は本体裏のふたを外して
交換する。編み目の部分が内蔵スピーカー。
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会議や記者会見で録音して

みたが、モノラルでもステ

レオでも驚くほどクリアー

な音だった。音楽の再生は、ぜひウィン

ドウズメディアにも対応して欲しい。

【編集部のイチオシ】
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三洋電機のデジタルカメラ、MZシリーズは「動

画デジカメ」として動画機能を充実させてきた

が、「ついにここまできたか！」と思わせる域に

まできたのが、この最新機種「DSC-MZ3」だ。

「テレビ並みのナチュラルムービー」というキャ

ッチコピーに負けない映像が撮れる。最大解

像度は前機種である「MZ2」と同じ640×480

ピクセル（VGAサイズ）だが、1秒あたりのコマ

数が15から30へと倍増して動きがスムーズに

なり、画質もテレビでも楽しめるほどに向上し

た。また、最大撮影時間の制限もなく、記録メ

ディアの限界まで撮影できる。記録フォーマッ

トはQuickTime Movie（mov形式）のため、画

質は美しく加工もしやすい。反面、ファイルサ

イズは大きめで、VGAサイズ、秒30コマで撮

影したところ、12分ほどでファイルサイズは

1GBに達した。320×240ピクセルのFINEモ

ードでも、テレビに映せるほどの画質は維持で

きるうえ、ファイルサイズも24分／1GB程度の

ため、こちらを使う場面のほうが多そうだ。

また、静止画撮影の機能も充実している。とく

に秒15コマの連写機能は便利だ。すでにほと

んどのデジタルカメラに付いている機能だが、

その多くは連写撮影のための圧縮をかけてい

る。それに対して、MZ3は1600×1200ピクセ

ル、195万画素の画像をそのままで連写できる。

しかも、連写速度は落ちるものの、露出を－

1.8EVから＋1.8EVのあいだで0.3EVずつ切

り替えながらの連写も可能だ。逆光のような

露出設定の難しい場面でも「数打ちゃあたる」

で、素人でも安心して撮影できる。

バッテリーは専用のリチウムイオン電池だ。液

晶モニターを使った場合、310枚の静止画撮影

が可能だ。スナップショット撮影のために一日

中持ち歩いていても十分に持つ。動画でも１

時間以上の連続撮影が可能だ。

記録メディアはコンパクトフラッシュ（CF）

TypeI/IIとマイクロドライブの2種類が使えるが、

実際にはCFは使い物にならない。というのも、

書き込み速度が撮影に追いつかず、バッファー

がいっぱいになってしまい撮影できなくなるた

めだ。いくつかのCFを使って320×240ピク

セル、秒30コマの動画を撮影してみたところ、

どれも30秒以上の撮影はできず、三洋電機が

推奨しているマイクロドライブ「IBM DSCM-

11000」（1GB）を利用し、やっと長時間の撮影

が可能になった。動画のファイルサイズも大き

めなだけに、大容量マイクロドライブが必須だ。

このMZ3、実際に「買い」かどうかと言えば、

「買い」だ。これまでに挙げた派手な改良部分

のほかにも、三洋電機のデジタルカメラの特徴

である素早い起動と短いシャッター間隔という

地味ながら重要なポイントも健在で、電源を押

してから撮影体勢に入るまで2秒とかからない

使い勝手のよさ。これで予想実売価格が4万円

程度で、「IBM DSCM-11000」（実売価格3万

円弱）の購入を含めても7万円弱とコストパフ

ォーマンスも抜群だ。 （編集部）

オマケの域を脱したムービー機能
スナップショットを動画で楽しもう
DSC-MZ3

オススメ度

発売元 三洋電機株式会社
発売日 2002年10月上旬
価格 メーカー希望小売価格58,000円
画素数 195万画素
記録メディア コンパクトフラッシュ（TYPE I / II） マイクロドライブ
記録ファイル 静止画：JPEG形式、TIFF（非圧縮）形式（DCF、DPOF、Exif Ver2.2
フォーマット 準拠）動画クリップ：QuickTime Movie（MOV形式）、音声：WAVE

（モノラル）
電源 リチウムイオン電池（DB-L10 同梱）ACアダプター（DSA-47 別売）
電池使用可能時間※ 液晶ON静止画撮影:約310枚 / 連続再生:約210分
参考URL www.sanyo-dsc.com/dsc/mz3/

問合わせ先 お客さま相談係　電話：072-870-4184 

デジタルカメラ

これまでデジタルカメラの

動画機能には触れたことも

なかったような人でも、こ

のクオリティーなら使いたくなるはず。

動画でのスナップショットを楽しもう。

【編集部のイチオシ】

噴水をVGAの秒30コマで動画撮影した。水しぶきなど
動きが激しいため、さすがにコマ数でDVとの差を感じ
る。しかし、ハッキリとコマ落ちを感じるほどではなく、
スナップには十分のクオリティーだろう。

※コンパクトフラッシュ使用、付属電池フル充電、常温時。液晶ON静止画撮影はフ
ラッシュ1/3回発光、20秒毎に1枚撮影した場合。再生は静止画スライドショーの場
合。使用条件により異なる。
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アクセスポイントを自動で検出
ウィンドウズの無線LAN機能を便利に
どこでも無線LAN

オススメ度

「どこでも無線LAN」は、無線LANの通信エリ

アに入った際に、自動的にPCをアクセスポイ

ントと通信できる状態にするユーティリティー

ソフトだ。この機能は標準でウィンドウズXPに

備わっているが、ウィンドウズ2000などでも可

能にするのがこのソフトの大きな特徴だ。

メイン画面には、通信できる状態のアクセスポ

イントのESS-IDや暗号化の有無、電波の強さ

と通信チャンネルが表示される。この表示画

面から利用したいアクセスポイントを選択して、

「接続」ボタンを押すだけでPCは無線LANで

通信できる状態になる。なお、暗号化されたネ

ットワークでは、「接続」ボタンを押した後に表

示される画面でWEPキーを入力する。

特徴的な機能は「お気に入り」で、よく使うアク

セスポイントの接続設定を「お気に入り」として

登録できる。こうしておけば接続の都度必要に

なるWEPキーの入力などを省略できる。また

「お気に入り」ではアクセスポイントとの接続方

法を、通信エリアに入ったら自動的に接続する

「自動」、接続前にダイアログを表示する「問い

合わせ」、メイン画面から「接続」ボタンを押す

「手動」の3つから選べる。自宅や会社など、頻

繁に使うアクセスポイントは「自動」、無線ホッ

トスポットでは「問い合わせ」か「手動」を選ぶ

といいだろう。

さらに、アクセスポイントの接続と同時にVPN

による接続を自動的に行う「VPN自動起動」を

設定できる。VPN接続にはウィンドウズ標準の

PPTP接続のほかに他のVPNソフトも指定で

きる。外出先の無線ホットスポットから、会社

のメールサーバーにPPTP接続するときなどに

便利な機能だ。

ウィンドウズXPの接続機能より、電波強度や

暗号化の状態が一覧できることや、自動的に

PPTP接続できることが優れている。カード付

属の接続ソフトと比べると、他社製アクセスポ

イントも自動で検索できる点は非常に便利だ。

なぜなら、カード付属の接続ソフトでは、カード

メーカー製のアクセスポイントしか検索できな

いことが多いためだ。

ソースネクストによれば、ウィンドウズXPでは

すべての無線LANカードに対応しているが、

2000やMe、98SEでは利用できない無線LAN

カードがあるという。対応状況は「どこでも無

線LAN」のアップデートによって変わるので、

購入前に「どこでも無線LAN」の商品紹介ペー

ジ を参照してほしい。

ウィンドウズXPの接続機能に不満がある人や、

カードメーカー製の接続ソフトの使い勝手に納

得できない人にお勧めだ。 （編集部）

www.sourcenext.com/products/d_lan/system2.html

発売元 ソースネクスト株式会社
発売日／価格 9月下旬／4,980円
対応OS ウィンドウズ98SE/Me/2000/XP
ハードディスク容量 20Mバイト以上
ブラウザー インターネットエクスプローラ5.0以上
参考URL www.sourcenext.com/products/d_lan/

問い合わせ先 ご購入相談ダイヤル 03-5350-4844

無線LAN接続ソフト

初めて接続したアクセスポイントでは、今後の接続方法
を選択する。

アクセスポイント接続だけ

でなく、VPN接続まで自動

なのは便利。無線LANカー

ドが対応しているならぜひ使いたい。

【編集部のイチオシ】

「お気に入り」の詳細設定では、ウィンドウズ標準のVPN
接続のほか、その他のVPNクライアントを利用できる。
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音声認識ソフト「ViaVoice」バージョン10は、

文書入力に機能を絞った「Standard」、音声コ

マンドなどに対応した「Pro」、USBマイクをセ

ットにした「Premium」の3つがある。

今回のバージョンアップでは、認識エンジンの

精度が上がって賢くなった。基本語彙をバージ

ョン9より2万語多い12万語に増やし、くだけ

た表現の音声認識や「え～」「あ～」などの音を

自動的に削除するなど、実際の話し方に合わ

せた認識ができるようになった。それに、文章

を入力する「ディクテーション」と音声で操作す

る「ナビゲーション」の機能の一部が統合され、

2つのモードをあまり意識せずに使えるのも新

しい。たとえば、ワードで音声入力していると

きに、「この行、16ポイント、赤、太字、に変更」

と発音するだけで、文字の書式を簡単に変え

られる。マウスポインターやカーソルも簡単な

コマンドで移動できるので、いったん覚えてし

まえば音声だけで編集作業はできる。

実際にペンティアムⅢ 1GHz、メモリー256M

バイトのマシンで試してみた。バージョン8あ

たりで音声認識はかなりよくなってきた印象が

あるためか、大きく改善されたと感じるところ

まではいかなかった。しかし、くだけた表現、た

とえば「超オススメ」だとか「なのかもしれない

ね」などの文章が一発で入力できておもしろい。

また、オリンパスのICレコーダー「Voice Trek

DM-1」を使った口述筆記にも挑戦した。Voice

TrekはDM-1のほかDS-1とDS650がViaVoice

に対応していて、本体付属のDSS Player4を

インストールすると使えるようになる。マイクを

使うのに比べて認識率は劣る（テストでは認識

率が5％ほど低い）が、使い方次第では効率的

に文章作成ができる。たとえば、出先で打ち合

わせの要点などを録音しておき、持ち帰って音

声認識するといったやり方だ。ただ、駅のホー

ムで試してみたが、駅のアナウンス音声が入っ

てしまい認識できない。音声は静かなところで

録音する必要がありそうだ。

さらに、新機能の録音したwavファイルの認識

を試みたが、あまりよい結果が得られなかった。

録音状態やレベルなどの調整が難しい。それ

と、ポイントはマイクと口の距離や角度に対し

てかなり敏感だということだ。ベストセッティ

ングだと90％以上の認識率になるのに、少し

マイクがずれるととたんに認識率が悪くなる。

この点に注意すればうまく使える。はじめに高

い認識率が得られなくても、粘り強く調整を重

ね、音声入力に慣れてくれば実用的な認識結果

が得られるようになるはずだ。（梅垣まさひろ）

バージョンアップで認識率、

使い勝手ともに向上した。

問題はマシンパワーと忍耐

力が必要な点。辛抱強く使いたい。

【編集部のつぶやき】

使い勝手が改善された
定番音声認識ソフトの新バージョン
ViaVoice for Windows, V10 日本語版

オススメ度

発売元 日本アイ・ビー・エム株式会社
発売日 9月6日
価格 7,800円（Standard）、18,000円（Pro）、22,800円（Premium）
対応OS ウィンドウズ98SE/2000 Pro（SP2）/Me/XP（Pro、Premium）
必要メモリー 256MB以上（ウィンドウズXPの場合）
ハードディスク 600MB以上
参考URL www-6.ibm.com/jp/voiceland/
問い合わせ先 ダイヤルIBM 0120-04-1992

音声認識ソフト

■テスト環境
マシン：IBM Aptiva E
Series 13J（2197-13J）
OS：ウィンドウズ2000
Professional SP3
CPU：PentiumⅢ 1GHz
メモリー：256MB
ViaVoice for Windows
,V10日本語版 Proを使用
エンロールはクイックエン
ロールとシステムの概要説
明（108）のみ

【音声認識テスト】（DM-1で口述後認識）

1回目のテストでは誤認識だらけだったため、マイクをやや近付けて録音し直したと
ころ、この結果が得られた。後半、声の緊張感がなくなってくると、認識率が上がっ
て調子がよくなってくる。なお、3回目は逆に悪慣れてしまって発声がいい加減にな
ったためか、認識率は下がった。

パルサー 中性子星 

自転して 

強力なX線 

 誤認識した言葉、   誤認識により欠落した言葉、   原文 

認識正解率91％ 

フタル酸は修正姿勢とも呼ばれますが、協力があって苦戦を出す星と
して知られています。 
その回転はすさまじく1秒間に数10回も実験室います。質量が太陽より
重いのに、直径は数10キロといいますから大変な密度を持った星です。
かつては、パルサーが規則正しい信号を出しているために、宇宙のかな
たの知的生命体が何らかの目的で信号を送っているのではないかと考え
られ、地球外生命体の探査研究で注目を集めました。現在では、その仕
組みが解明され知的生命体の存在は難しいと考えられています。 
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百科事典を核にコンテンツ増殖中
「知識のプロ」向けの有料情報サイト
Japan Knowledge

オススメ度

百科事典とは、その言語圏で暮らす人々にとっ

ての宝ともいえる存在だ。たとえば『日本大百

科全書』で「百科事典」の項を引いてみると、そ

の解説文は3万字を超える膨大なもの。西洋、

中国、日本の百科事典の歴史的な変遷に加え、

百科事典の構造や利用法、電子化の状況まで

を網羅し、ちょっとした小冊子ほどのテキスト

量がある。ちなみにこの項の執筆者の1人は評

論家の紀田順一郎氏。ほかにも「電波天文学」

が海部宣男氏（国立天文台台長）、「写真判定」

は山口吉久（株式会社プラスミック会長）という

具合いに第一人者、開祖、重鎮、大物によるテ

キストが集積されている。かつて『プロジェク

トX』（NHK）で『広辞苑』（岩波書店）の編纂作

業が放映され感動を呼んだが、紙では27巻に

達するこの百科事典を編む仕事にもプロジェ

クトXXX……級の膨大な労力が注がれている

に違いない。

そしてJapan Knowledge（JKN）は、この小学

館の大型百科事典『日本大百科全書』（ニッポ

ニカ）をメインコンテンツとした有料情報サイト

である。人物情報や新語情報など定期更新さ

れる独自の記事コンテンツに加え、『現代用語

の基礎知識』（自由国民社）をはじめ、講談社や

日経BP社など小学館以外の各社が持つコンテ

ンツも提供されている。

これらのコンテンツを「キーワードによる複数

コンテンツの全文串刺し検索」、同サイトがい

うところの「ワンルック」で利用できる点にまず

注目したい。従来ROMメディアとして販売され

てきた、あるいはオンラインで提供されてきた

辞事典コンテンツの利用は「見出し語検索」が

主体だった。「前方一致」などで条件の合致す

る「見出し語」を選び出し、その解説文を表示

するというスタイルである。リソースの制約か

らやむを得なかったとはいえ、“AltaVista”の時

代から全文検索に親しむネットユーザーには物

足りなかったのではないか。そこに、ようやく

ひとつの回答が与えられたわけである。確か

に全文検索は“Goog le”もやっているし

“namazu”でだってできるのだが、対象となる

コンテンツがいずれも定評ある出版物であり、

それらを出版社横断的に串刺しできる点が、

JKNのサービスの新しさだと言える。

試しに「百科事典」でワンルック検索してみる

と、ニッポニカの「百科事典」を先頭に290件

の記事、エッセイ、URLリンクが提示される。

それらはすべて別ウインドウで開き、デスクト

ップ上にはさまざまな切り口で見た「百科事典」

の解説が、クリックするたび積み上がっていく。

サイトそのものを「百科空間」と名付け、サイト

のabout usを「JapanKnowledgeの哲学」と示

すほど「志の高い」サイトにふさわしい、優れた

ユーザビリティーを備えている。インターネッ

トエクスプローラ上（マッキントッシュではJEdit

にも対応）で、選択した言葉を右クリック（マッ

キントッシュではCTRL＋クリック）でワンルッ

クに送るユーティリティー「Onelook Picker」

も利用価値が高い。

新しいコトバや事象に対応するため、項目のア

ップデートも意欲的に行われており、日朝関係

がらみのニュース映像や項目解説も積み重な

っていくことだろう。また、講談社の『日本人名

大辞典』、毎日新聞社の『エコノミスト』が加わ

る予定だ。

また、ヒットしなかったキーワードを拾い出し、

JKNスタッフがその情報に到達するための道筋

を示す「ゼロヒットサポート」は、出色のサービ

スだ。「トムヤンクン→トムヤムクンでワンルッ

クしてください」など、きめ細かいサポートが行

われており、これだけでも人気コーナーになり

そうな気配。 （喜多充成）

開発/発売 株式会社ネットアドバンス
リニューアル日/価格 8月28日／個人会員は入会金2,000円、月会費1,500円（税別）。専用

フォント（ウィンドウズ版）使用権を含む。法人、教育機関、図書館向け
サービスは別料金体系。

決済方法 個人会員はクレジットカード（VISA、Master、JCB、UFJ／旧ミリオン、
Diners）

動作環境 IE5.0SP2以上／Netscape Navigator6.2以上で動作確認済。ムービー
コンテンツは、Windows Media PlayerまたはReal Playerが必要。

コンテンツ 日本大百科全書（ニッポニカ）／Multimedia Internet 事典／JKN
Who's Who／現代用語の基礎知識／日経ＢＰデジタル大事典／大辞
泉／プログレッシブ英和中辞典／プログレッシブ和英中辞典／亀井肇
新語探検2002／Internet New Words／Encyclopedia ofJapan／
NNA：アジア＆EU国際情報／猪瀬直樹　新・日本国の研究／田中宇
ワールド・クロニクル／山根一眞 IT書斎術百科／bk1（56万冊の書誌デ
ータ）／ニッポニカURLセレクト

問い合わせ先 www.japanknowledge.com jk_info@netadvance.co.jp

百科事典サービス

百科事典を広げると調べた

事柄以外の項目まで読んで

しまう人にオススメ。

【編集部のイチオシ】

動画、アニメーション、音楽などのマルチメディアコンテンツも膨大。『ニッポニカ』の
400に及ぶ項目別年表も利用価値が高い。

kwww.japanknowledge.com
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